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   We present a case of a muellerian duct cyst in a 55 year-old man. A cystic lesion was inci-
dentally found between the prostate and the bladder on transabdominal ultrasound examination. 
Computerized tomography revealed a low density area homogeneous and round with a clear margin. 
Both urethrocystgram and vesiculogram demonstrated no cystic lesion. On diagnosis of muellerian 
duct cyst percutaneous needle aspiration was performed under ultrasound control. The aspirated 
fluid was yellow, clear and negative for cytology. Microscopically no spermatozoa were found in 
it. Minocycline  (100  mg) was injected into the cyst. 
   No reccurence has occurred since the operation. The literature of the cyst was briefly reviewed. 
                                                 (Acta Urol. Jpn. 38: 1403-1406,1992)





























































1)'X線学 的 検査:KUBお よびDIPに 特記 す べ
き異 常 は 認 め な か った.
2)経 腹 的 超 音 波 検 査(Fig.1):膀胱 下 部 ・前 立
腺 間 に 約3cm大 の楕 円形 のhypoechoiclesionが
存 在 し,精 嚢 とは 明 らか に 異 な っ て いた.
3)尿 道膀 胱 造 影:膀 胱 底 部 は 挙 上 して い たが 前立
腺 部 尿 道 に圧 排 像 お よび 延長 像 は認 めな か った.病 変
部は 描 出 されずprostaticutriclecystは否 定的 で あ
った.
4)lii純CT=円 形 で 内 部 均 一 なlowdensity
areaとして 描 出 され,周 囲 との境 界は 明瞭 で あ った.
5)MRI=Tl強 調 画 像 でlowsignalintensity
























めて い な い.
考
福 井,ほ か:ミ ュ ラー管 嚢 胞 ・塩 酸 ミ ノサ イ ク リ ン硬 化療 法
察
男性 ミュラー管は胎生期に退化 し,頭側は精巣垂 と
な り尾側は4～16mm大 の嚢状 または管状構造物で
あるprostaticutricleとなる.本疾患は ミ;Lラー管
が退化不全 として遺 残 し嚢 胞化 したepithelium-
linedcystであるが,上 皮は感染 また は圧などのた
めにしばしば破壊されていることが多い.ま た従来 よ
り精子は嚢胞内容液中に認められないとされていたが,








て検討 した.年 齢分布は生後3日 ～76歳(平均37.8
歳),主訴は肉眼的血尿6例 が もっとも多 く,つぎに
比較的多かったのは尿閉5例,排 尿困難3例,血 精液
症3例 などであった.診 断の契機 となった検査につい
て過去5年間を調べたところ記載不明の報告も散見さ



























































55歳に み られ た ミ;、.ラー管 嚢 胞 の1例 を 報 告 し,
若 干 の 文 献 的考 察 を 加 え た.
本論 文の要旨は,第10回アソ ドロロジー学会(名 古屋)に
おいて報告 した。
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